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　主の御名を賛美します。
　いつも東京バプテスト神学校（以下
「東バブ」）、また神学生のためにお祈り
とご支援に心から感謝いたします。神学
校週間（６／２５-７／２）では、西南
学院大学神学部、東京バプテスト神学
校、九州バプテスト神学校を覚えてア
ピールがされたと思います。ご存じのよ
うに東バプは三連合立（北関東・東京・
神奈川）の神学校です。一人でも多くの
方が東バブを覚え、祈り、お支え頂け
ればと願っています。また神学校週間か
ら１１月までの間、神学生の派遣案内が
神学校より各教会に届いているかと思い
ますが、ぜひ教会にて神学生を招いて
頂き、学びの大切さや豊かな恵みを直
接お聞き頂ければ、神学校がより身近
な存在として感じて頂けると思います。
さらに神学生の証しを通し、自分も神学
校で学んでみたいという方が起こされれ
ば嬉しく思います。
　コロナ禍をきっかけに、東バプも対面
授業からリモート授業に変わりました。
それによってコロナ以前にはあまりな

かった地方の方の参加や、今は海外から
でも学びが受けられるようになりました。
対面授業もリモート授業もそれぞれメ
リット、デメリットがありますが、リモー
トにより多くの方が神学の学びに触れ、
その中から献身者が起こされていくこと
も私たちの大きな希望です。
　神学校では現代に生きる私たち（クリ
スチャン）が直面している問題をテーマ
にした特別講座やリモートならではのプ
ログラムが組まれ、それにともない受講
者も増えてきています。さらに後援会に
加入して頂ければ受講料が半額になると

いう素晴らしい特典がついています。今
までの振り込みの他にも、クレジット決
済による一口５００円からの支援もあり
ますのでどうぞご利用ください。
　最後に、在学生の減少により神学校を
とりまく環境は厳しいものでありますが、
皆さまの祈りと支援の中で２０２２年度
も献身の思いをもって教会に仕えて行っ
た方、また本科（３年）から専攻科（２年）
に進まれた方がいますのでご紹介いたし
ます。
　これからもお祈りとご支援を宜しくお
願い致します。

　後援会のご奉仕に感謝いたします。
　花野井教会では、神学校献金は壮年
会の担当で、神学校週間後の封筒献金
が中心になっています。年間の献金目標
額は、コロナ感染が広がる以前から９万
円で続いています。しかしコロナ感染の
影響を受けてからは、壮年会のうどん作
りは中止しました。特に前年度は、小さ
な竹筒に「うどん献金」のラベルを貼り、
「うどんを食べたつもり」での、少額献
金をお願いしました。　

　現在私たちは、新会堂建築中のため
に会議室を借りて礼拝を守っています。
そしてこの小竹筒をそこに備えました。
これにより、教会員３８名のご協力で、
目標額を超える９２,０００円の献金が集
まり、貴校へは、４６,０００円を献げる
ことができました。小竹筒が最終効果を
発揮して、目標金額を超えることができ
ました。神学校や神学生にお献げでき
て、神様もお喜びのことでしょう。　
　前記で新会堂建築中とご紹介しまし

た。２０２５年３月に創立４０周年を迎
える記念として、２０１５年１月総会で会
堂建替えを決断しました。この数年厳し
い環境の中にも、伝道が順調に伸展し
教会員数も増えたのです。しかし近年の
諸物価値上がりに直面し、経費節減の
ために工期を早めたり、建築規模の縮
小も決断しました。これにより予定より
早く、今夏８月に完成予定です。この地
域の方 と々共に歩みたいと願っています。

鈴木 武史（花野井バプテスト教会・壮年会）

小さな竹筒、最終効果を発揮

巻 頭 言

No.35 NEWS東京バプテスト神学校
後 援 会

Homepage  

▲

 http://tbts.jp　Mail  ▲  seminary@tbts.jp

２０２２年度　後援会献金（個人）実績
● 後援会献金（個人）
芦沼光雄　伊佐山大智　井伊肇　井形英絵　井上昭子　井上政博　井東元（３）　壱岐基子　奥谷恭子　奥田光子　奥田厚子　奥田稔
岡田魁人　加山礼子　加藤郁雄（２）　加藤泉　角田秀明　角田芳子　釡池徹（３）　岩瀬礼　鬼澤寛　菊池順妃　吉原正子（２）　吉田壽宏（５）
久保公平　宮下めぐみ　古家克務　古根村聖子　古川博子（３）　高良研一　高栁美枝子　鴻野清美　今給黎眞弓　佐々木宣子　佐川冨美子
砂川眞　斎藤美津栄　坂元幸子（２）　坂川里味　鮫島泰子　山形昌美（２）　山口宜由紀　山口慎子　山崎清美　山川許子（２）　山本弘夫
山本惠子　山嵜美奈　四津明美　秋山信夫・純子（２）　十時節子（２）　勝俣昌也（２）　小出久美　小勝琢生　小松澤一枝　小柳隆司
松村誠一　松田健太郎　松田俊介　松田朝子（３）　松田美智代　松田美奈子（２）　上原克也　城田裕子　常廣澄子（２）　森山ひろみ
深澤和子　神山武　水尾謙作　瀬戸口早苗　星田恒　西方泉　青木節子　石垣茂夫　石水美佐子　川勝高宏（３）　川平朝清　浅野陽子
村上真由美　村上千代　対田澄子　大磯宏　大下仁（２）　大原広志　滝沢幸子　池内淳（２）　竹村紀彦　中根淨　中山恒彦　中澤なつみ
鳥飼好男　辻眞理子　鶴ヶ谷芳昭　天野寛　田村俊彦　田村真由美　田中宣之　渡部富夫　都丸利子　藤田明子　内田泰亮　埜中寿郎・梨枝
柏いずみ　富田直美　冨田信惠（２）　武宮陽子　福本綾子（５）　平井純子（２）　豊永義典　北野弘子（３）　木元和子　木原道雄（２）
木村晋治　木村一充・まどか　野尻明子　劉雯竹　林郁子　鈴木宗一・幸子（２）　鈴木明子　蓮香隆夫（２）　澁谷和美　澤田猛

〒１１２-００１２　東京都文京区大塚１-１-１８　茗荷谷キリスト教会内　０３-３９４７-５１４１
発行日：２０２3 年 7月 2６日　発行者：東京バプテスト神学校後援会　秋山 信夫

・・・・・・　１２２名・１５８件　合計　１,２７６,６８０円（前年度　１,２６９,０００円）

・・・・・・　合計　３,４４８,８２７円（前年度　２,９３６,５０１円）　● ２０２２年度　教会・集会献金実績

● 後援会オンライン月々支援実績 ・・・・・・・・・・・　１３名
小牧由香　村上千代　林雄植　奥田稔　蛭川潤子　美園和彦　城倉啓　秋山信夫　山本惠子　藤井秀一　小川紀良　岡村直子　作田公重

郵便振替口座　　００２１０ー８ー７５６５８

１．定期支援
２．自由献金支援

個人会員：年額１口 ￥５，０００ 何口でも歓迎いたします

支援額も、支援回数もご自由にお決めください。

東京バプテスト神学校の働きを支援するために、あなたも「後援会」にご入会ください

東京バプテスト神学校後援会
※専用払込票をご希望の方は、メールにてお申込下さい。

やま  ぎし    あきら

すず  き      たけ  し

※詳細は神学校ニュース　５月号に掲載しています。

後援会の会費が

 月々５００円から ご支援いただけるようになりました。

▲   今すぐアクセス！  https://tbts.jp/online-shien/  （後援会月々支援ページ）

ホームページの「後援会月々支援」のページで、クレジットカードを使ってご支援いただけます。

スマホやタブレットからもお手続きができますので、
ぜひ皆様のお祈りとご支援をお待ちしています。

東京バプテスト神学校 後援会 副会長  山岸 明（仙川キリスト教会牧師）

小川 紀良

末永 美奈子

上原 一晃
遠藤 守
林 大仁
氷川 英俊
松田 健太郎

逗子第一バプテスト教会

同盟 横浜南キリスト教会

篠崎キリスト教会
鮫バプテスト教会
ふじみキリスト教会
百合丘キリスト教会
教団 上星川教会

所属教会にて奉仕

所属教会にて音楽奉仕

神学専攻科へ進学
神学専攻科へ進学
神学専攻科へ進学
神学専攻科へ進学
未定

神学専攻科修了（１名）

教会音楽専攻科修了（１名）

神学本科卒業（５名）

神学校献金の取り組み
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　東京バプテスト神学校後援会のお働
きに心から感謝いたします。
　さて、私は昨年１２月に現在の教会に
赴任いたしました。それ以前に２００９
年に沖縄の那覇新都心キリスト教会に
教会主事として迎えていただき、８年間
奉仕いたしました。その間東京バプテス
ト神学校本科・専攻科を卒業して１年後、
沖縄バプテスト連盟の東風平バプテスト
教会で協力牧師を昨年１０月までいたし
ました。２００９年から教会主事の働き
と同時に沖縄クリスチャン学園（フリー
スクール）で小学生から高校生までの
理科と数学を教えていました。２０１４
年から２０２１年まで学園長として、規
模が小さくなった学園で教えるうちに、
さらに小規模で少人数で発達凸凹系の
子どもたちや、学校に行きにくい、多集
団では落ち着いて学びにくい子どもたち
とかかわるようになり、多くの気づきと
学びをもらいました。
　那覇新都心キリスト教会では岡田有
右牧師、富美子牧師夫妻との協働牧会
（これは岡田有右牧師が後に表現された
言葉ですが）でした。とにかく過密スケ
ジュールにある岡田牧師夫妻のできにく
いところを手伝うという形で、「私がで
きることは何か」といつも問いつつ行動
していたように思います。教会主事とは
何かも、十分分からないままでしたが
（勿論連盟で研修を受ける機会を特別に
いただきました）、仕事をしながら、教
会が見つめていた教会組織に向かって、
教会員と共に歩んでいった年月でした。
最後にずっと献身者であった岡田牧師の

連れ合いが牧師として招聘されたこと
が、何よりも喜びでした。岡田牧師夫妻
と一緒に腹の底から笑って、文句を言わ
せてもらったから続いたのだと思いま
す。そして何より沖縄に住み続けられた
ことが感謝でした。
　神学校との出会いは、沖縄に住んで２
年目頃です。沖縄に来るまでは一信徒
でしたから、学びが必要でした。ライブ
授業や通信という二つのスタイルがあっ
たから続いたのです。何とか専攻科に入
れていただいて卒業ができましたのは、
先生方、在校生の皆様と出会って学ぶこ
との喜びをずっといただいたからです。
教会実習において、愛知新生教会と同
じルーツを持つ「新生の民」である西原
新生教会であったことも結果的に幸いを
いただきました。
　卒業後は岡田牧師夫妻のご尽力で、
東風平バプテスト教会での奉仕の道が
開かれました。２０１９年４月から始まり、
７月に招聘を３年の期間限定でいただき
ました。もともと前任牧師が急逝され、
その後教会員で献身された安里道直牧
師を迎えるまでの繋ぎでした。その３年

間はコロナ禍にありましたが、結婚式や
バプテスマ式、告別式と初めて司式を経
験させていただく機会でもありました。
またこの時に神学校の先生方を中心に
教役者の説教の学びが始まり、新米牧
師の説教作りにアドバイスをいただいた
ことは、時に適う主の備えに感謝しかあ
りません。特に古川敬康先生の個別の
説教分析は目からうろこの内容でした。
　今度は主任牧師として奉仕させていた
だきたいとの願いが３年間の奉仕の終わ
りに向かって出てきていましたが、神は
その願いを実現し愛知新生教会への道
を開いてくださいました。東風平教会で
卒業する安里牧師を迎えるにあたって、
改めて牧師の招聘について、また就任
式について共に学ぶ時をいただき、新
牧師着任から１０月の就任式迄一緒に準
備ができたことは、一つの区切りとして
ありがたいことでした。
　現在は新しい赴任地で新しい出会い
をいただき、神様がどのような出来事を
起こしてくださるか楽しみにしつつ２０２
３年度を迎えております。

（愛知新生キリスト教会牧師）

神に導かれて

卒 業 生 の 証 声 の ひ ろ ば

２０２３.４.９　イースター礼拝にて

澁谷 和美

“学ぶ” ことから
聖書の奥行きを味わいたくて

山口 慎子
（常盤台バプテスト教会）

　２０２２年教会執事になったこと、
同時に時間が取れるようになったこと
を機に受講の思いを持ちつつも決断
できずにいたところ、案内で山口里
子さんの公開講座を目にし、かねて
「新しい聖書の学び」に関心があった
こともあり「聖書から聴く～多様な人が共に生きる教会」の
受講を決めました。講座初日のオリエンテーションでは「どう
すれば差別しないようにするかという考え方」が根本にあるこ
とを伺い、私も常にそうありたいし、聖書もそのように読みた
いと思わされ、半年の学びを通して思い込みや二元論で考え
がちな自らの思考など多くの気づきが与えられました。
　今年度は山口里子さんの『マルタとマリア』をテキストにし
た「新しい聖書の学び」を受講しています。聖書を「“歴史的
想像力” で読む」「注意深く批判的に読む」ことを通して、毎
回新たな視点が与えられるワクワク感でいっぱいです。聖書
を一人で読むことの豊かさもありますが、“学ぶ” ことから聖書
の世界の奥行きを味わいたいと願っています。

井東 元
（横浜戸塚バプテスト教会）

　個人的なことになりますが、私は
東京神学大学神学部を卒業しており
ます。神学校で学ぶ内容は膨大かつ
難解です。説教は分かりやすく語る
ことが重要な要素の一つであり、神
学の難しい内容は説教では直接使う
わけではないものも多いのではないか、そのように思うこと
もありました。しかし教えられている先生方は実際に教会で
牧師をなさっている方々であり、決して単なる興味などでは
なく、「教会の学」として必要なことを神学生たちに教えてい

たのです。そのことは東京バプテスト神学校においても同様
だと思います。２０２３年前期にはオープンウィークに参加し、
すべての授業の第１回を聴講させていただきました。ビデオ
受講では ZOOM の録画を YouTube で視聴することができ
ますが、どの課目も先生方と受講者の方々が真剣な学びをさ
れており、とても良い刺激を受けました。神学校図書も充実
しており、神学の学びにとって有益な神学書が多数揃えられ
ており、後援会に入るとこの神学書を借りることができます。
東京バプテスト神学校は神学を学びたいすべての人にとって
貴重な存在でありつづけていると思います。これからも東京
バプテスト神学校が主によって豊かに用いられるようお祈り
しております。

鶴ヶ谷 芳昭
（大井バプテスト教会）

　神学校の合唱の授業を３期連続し
て受講しています。毎期１５回の授業
が行われ、「合唱」に集まった方々と
一緒に授業を受け、曲を作り上げて
いきます。そして、最後に教会音楽
科の演奏会があります。曲は新生讃
美歌と比べて難しいところはあります。しかし、的確な指導
してくださる先生、そして、合唱を共に学ぶ方々がおられる
ことによって、少しずつ難関のハードルを越えてゆくことがで
きます。神学校の「合唱」は、単に、音楽的な難しさを超えて、
各パートが声を合わせて歌うものではなく、神様をどうやっ
たら賛美することができるかが大きな課題です。だから、一
緒に合唱される方々と心を合わせて、詞の中にある言葉を伝
えることが大切です。そして、「合唱」の授業の最後は教会
音楽科の演奏会です。合唱の授業の成果を発表する時なの
ですが、合唱をする一人ひとり、この時を整えてくださった
神様への賛美、それをどの様に「合唱」で伝えていくか、
練習中ではなかった緊張が生じます。１５回の授業を一緒に
歩んだ人たち、もちろん、指揮者とピアニストとを合わせた
神様を賛美するチームとしての「合唱」です。そして、合唱
が終わった後、神様、賛美のとおりですと感じるとき、これ
が「合唱」の成果、恵みであると思います。

しぶ   たに      かず   み

やま ぐち   ちか   こ

い とう    はじめ

つる  が    や     よし  あき


